
たまか~わ

川
辺
千
手
観
世
音
菩
薩

広報

，a-E---a，
 

官

E
E
/

辺

八
五

波

rム中

十

No. t 44.. 昭和53年8月 1日

仙
道
ハ
中
通
り
〉
一
一
一
十
一
一
一
ケ
所
、
観

音
霊
場
の
十
四
札
所
に
上
げ
ら
れ
て
い

る
、
こ
の
観
音
堂
の
御
本
体
は
、

座

高

四

三

七

ン

.

チ

ム

口

座

四

五

セ

ン

チ

ム

巾

回

J

一
セ
ン
チ

の
寄
せ
木
造
り
の
座
像
で
あ
る
ー
や
わ

ま
な
ざ

ら
か
な
慈
愛
に
み
ち
た
、
誤
差
し
で
、

俗
界
を
見
つ
め
て
い
る
よ
う
な
大
へ
ん

優
雅
な
、
お
姿
で
あ
る
。

い
つ
ご
ろ
の
作
品
か
は
、
あ
き
ら
か

で
は
な
い
が
こ
の
像
の
作
風
か
ら
み

て
、
江
戸
時
代
中
期
の
こ
ろ
京
都
の
仏

師
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
と
忍
わ
れ

る
京
市
中
な
文
化
財
で
あ
る
。
.

元
来
、
地
一
五
の
人
た
ち
は
お
の
汗
し

村のようす

(53年7月1日現在〉

。世帯数 1，485戸〈十 2)
人口 7，289人( 0) 
男 3，608人(+4) 

女 3，681人(-4) 

み
を
救
う
神
と
し
て
信
仰
し
続
け
て
き

た
、
そ
の
た
め
に
境
内
に
は
数
多
く
の

馬
頭
観
世
音
の
供
養
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。昭
和
二
十
六
年
ま
で
は
氾
盆
の
十
七

日
に
な
る
と
こ
の
境
内
で
花
相
撲
が
奉

納
さ
れ
地
元
を
は
じ
め
近
郷
近
在
か
ら

の
入
出
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
も

の
だ
っ
た
。

A 

千
手
観
音
菩
薩

〈
大
字
川
辺
字
金
波
〉

‘ 刈
辺
千
手
観
音
堂
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議会だより

新

し
i司副会
メ斗
~ 

長長

任
期
満
了
に
と
も
な
う
、
玉
別
村
民

2

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
、
去
る
七

月
十
四
日
施
行
さ
れ
、
次
の
方
々
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

玉
川
村
農
業
振
興
発
展
の
た
め
今
後

の
活
躍
が
、大
い
に
期
待
官
れ
ま
す
。
川

尚
、
お
丹
二
十
四
日
ョ
初
委
員
会
、
が

招
集
さ
れ
、
そ
の
席
上
、
会
長
に
小
針

手
代
之
助
氏
、
副
会
長
に
宗
形
四
郎
、

藤
田
金
二
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

農
業
委
員
誕
生

小

針

千

代

之

助

宗

形

四

郎

藤

田

金

二

須

釜

嘉

美

繊同情・・圃
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第
二
国
臨
時
議
会
開
か
れ
る

箆
二
回
玉
川
川
討
議
会
臨
時
会
は
去
る

七
月
三
十
一
日
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
議
案
を
慎
重
に
審
議
の
結
果
原
案

ε

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

。
去
る
七
月
十
九
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
っ
た
農
業
委
員
会
委
員
の
議
会

推
薦
に
よ
る
委
員
に
次
の
二
名
を
推
薦

し
た
。

小
針
千
代
之
助

ハ
玉
川
村
大
字
中
字
向
三
七
番
地
)

藤

田

金

二

(
玉
川
村
大
字
小
高
字
三
升
蒔
一
ニ
九

請。
負 '宝:
契 m 番
約今村地
に立〉
ゾつーし、

いず
てみ
幼
稚
麗
新
築
工
事

い
ず
み
幼
稚
園
の
新
築
工
事
と
し

て
、
玉
川
村
大
字
小
高
宇
中
村
前
地
内

に
建
築
す
る
も
の
で
、
一
一
一
千
七
百
万
円

で
須
賀
川
市
栄
町
七
十
四
番
地
の
二
、

共
栄
建
設
工
業
株
式
会
社
、
渡
辺
義
七

部
氏
に
落
札
本
契
約
を
す
る
も
の
、
エ

期
は
昭
和
五
十
三
年
七
月
二
十
二
日
よ

り
昭
和
五
十
三
年
十
ニ
月
十
五
日
ま
で

と
す
る
。

氏氏氏

を
選
任

関

根

庄

吉

t

(

西
fr
，辻)

塩

沢
2
f

・
清
徳
e

〈
北
須
釜
)

尚
、
農
協
)
、
共
済
)
議
会
か
ら
推
せ

ん
さ
れ
、
選
任
さ
れ
、だ
委
員
は
次
の
之

常・
9
で
す
。

鈴
木
¥
出
之
助
入
泉
村
農
協
〉

有
賀
藤
…
」
(
須
釜
農
協
)

塩

沢

金

吾

ハ

共

済

組

合

〉

小

針

千

代

之

助

〈

議

会

)

藤

田

金

二

(

H

〉
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m
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地
震
F

地震，ノ正しし、知識

で的確な判断を

地震の心得10か条

i ど
① iの地
せ 次よ r震
る丈 1のう発
。夫十な生
なか行ノ
家条動い
具 h ーををゐざ
す主 ご手主
ど参れい
に考ばう
身によと
を:いき
寄:か

末後よ地
をのる震
。火直です
災接恐ば
で司のろや

す被じく
。害い、火

す J のの
ぐち り舎は'始
I乙おに、末
次十地を
のそ震 。
始ヶのに

② ③ 

あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
す
な

ど
ん
な
大
き
な
地
震
で
も
、
大
揺

れ
は
一
分
間
て
い
ど
。
あ
わ
で
て

外
に
飛
び
出
す
と
、
屋
摂
か
わ
ら

や
看
板
、
ガ
ラ
ス
匂
の
破
片
な
ど
の

落
下
物
で
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
し
ま

す
Q

ま
わ
り
の
状
態
を
よ
く
見
な

が
ら
、
落
ち
つ
い
て
行
動
し
ま
L

ょ
λ
ノ
O

④ 

火
が
出
た
ら
、
ま
ず
消
火
。

万
一
、
出
火
し
た
場
合
、
初
期
消

火
に
全
力
を
。
大
声
で
隣
近
所
に

下 zづ
きか
余いり
震
を¥た
恐ピ
れ ノレ

ずな
ヂど
マに
に避
注難
意し
。て

@ 
一
般
に
、
余
震
は
本
震
よ
り
小
さ
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
注
意
を
怠

り
な
く
、
ま
た
デ
マ
に
迷
わ
ず
、
設

所
や
消
防
署
、
警
察
署
の
情
報
に
注

意
し
て
下
さ
い
。

秩
序
を
守
り
、
衛
生
に
注
意
を

⑮ 自
分
だ
け
よ
け
れ
ば
と
い
う
よ
う
な

身
勝
手
な
行
動
は
と
ら
ず
、
秩
序
を

守
り
・
た
い
も
の
。
ま
た
、
伝
染
病
発

生
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
飲
み

水
や
食
べ
物
に
は
十
分
注
意
を
し
て

下
さ
い
。



たまがわ

国
民
年
金
の

gwM議
選
警
察

特
例
納
付
制
度
の
活
用
を

No. 1 44  

六
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
今
年
の
七
月
か
ら
、
国
民
年
金
の

未
納
保
険
料
の
特
例
納
付
制
度
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
。
一
時
の
思
い
違
い
γ
ゃ
ー
忙
し
さ
に
ま

ぎ
れ
た
り
、
経
皆
上
の
理
由
な
ど
か
ら

当
然
強
制
適
用
被
保
険
者
の
務
務
が
あ

る
の
に
、
，
国
民
年
金
に
ま
だ
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
人
や
、
保
険
料
を
滞
納
し

て
時
効
に
か
か
り
、
年
金
権
を
失
っ
て

じ
ま
っ
た
人
な
ど
に
つ
い
て
、
昭
和
五

十
三
年
の
七
月
か
ら
二
年
間
に
限
っ

て
、
未
紡
保
険
料
を
払
い
込
め
ば
年
金

権
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
、
臨
時
の
特

別
加
な
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

昭和53年8月1日3 

これで追いつけます

と
の
特
別
の
制
度
は
、
保
険
料
を
納

め
な
か
っ
た
期
開
に
つ
い
て
、
一
月
に

つ
き
四
千
円
と
い
う
、
普
通
の
被
保
険

者
よ
り
相
当
高
い
保
険
料
を
払
い
込
め

ば
、
年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

仕
組
み
で
す
が
、
一
時
に
納
め
に
く
い

人
の
た
め
に
は
、
期
間
内
な
ら
分
納
の

方
法
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
過

去
に
未
紡
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の

最
後
の
機
会
に
紡
入
し
て
、
年
金
を
受

給
さ
れ
、
ま
た
、
よ
り
高
い
年
金
を
受

け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

通
算
年
金
制
度
に
よ

る
年
金
の
請
求
を
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
か

年
金
制
度
に
は
、
厚
生
年
金
、
国
民

年
金
な
ど
八
つ
の
公
的
年
金
制
度
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
お
い

て
老
齢
〈
退
職
〉
年
金
の
支
給
を
う
け

る
た
め
に
は
、
二
十
年
な
り
二
十
五
年

の
加
入
期
間
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
転
職
等
に
よ
り
こ
の

期
間
を
満
た
せ
な
い
人
も
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
名
制

度
の
期
間
を
通
算
し
て
一
定
の
期
間
以

上
が
る
と
き
に
、
通
算
老
齢
年
金
を
支

給
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。
通
算

老
齢
年
金
の
請
求
は
、
制
度
ご
と
に
そ

れ
ぞ
れ
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
つ
の
年
金
制
度
に
の
み
裁
定
請
求
の

手
続
き
を
し
て
安
心
さ
れ
て
い
る
方
を

と
き
ど
き
お
見
受
け
し
ま
す
。
通
算
年

金
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、
加

入
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
対
し
て
裁

定
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
進
学
積
立
貯
金
」

制
度
ス
タ
ー
ト

高
校
大
学
の
入
学
希
望
者
に
朗
報

早
く
か
ら
話
題
に
上
っ
て
い
た
郵
政

省
の
進
学
ロ

i
ン
は
、
六
月
七
日
参
議

院
本
会
議
で
可
決
成
立
し
、
七
月
十
七

誌
か
ら
全
閣
の
郵
便
局
で
進
学
積
立
金

の
名
称
で
取
扱
を
開
始
し
た
、
こ
の
進

学
積
立
金
制
度
は
、
高
校
、
大
学
、
短

六
、
高
専
な
ど
に
進
学
を
希
望
す
る
人

の
親
族
ま
た
は
本
人
が
預
入
す
る
ノ
事
の

出
来
る
貯
金
で
そ
;

積
立
期
間
は
一
年
以
上
一
一
一
年
以
内
で

毎
月
積
み
立
て
、
預
入
金
額
は
、
一
万

円
以
上
回
万
丹
ま
で
で
預
入
総
額
は
最

高
五
十
四
万
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
貸

付
を
受
け
た
時
の
利
率
は
据
託
期
間
二

年
以
下
の
場
合
は
、
年
二
・
六
四
%
二

年
を
こ
え
る
場
合
は
、
年
二
・
八
人
形

と
な
り
、
ま
た
貸
付
を
受
け
な
い
場
合

は
据
置
期
間
二
年
未
満
は
年
一
了
八
八

%
、
二
年
を
こ
え
る
時
は
年
一
一
一
・
一
二

が
と
な
り
、

貸
付
け
条
件
は
、
貸
付
け
申
込
時
に

積
立
期
間
満
了
ま
で
に
預
入
す
る
、
積

立
金
を
全
部
預
入
し
て
い
る
方
の
貸
付

額
は
、
積
立
額
の
現
在
高
と
同
額
以
内

と
な
っ
て
お
り
。

最
高
預
入
額
の
五
十
四
万
円
を
預
入

し
て
い
る
方
に
は
、
同
額
の
五
十
四
万

円
の
貸
μ
討
を
受
け
る
事
が
出
来
ま
す
の

で
合
計
百
八
万
円
の
進
学
資
金
が
利
用

出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
校
、
大
学
の
受
験
前
二
?
三
年
前

に
進
学
積
立
金
を
始
め
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
入
学
時
に
満
期
に
な
り
貸
付
金
と
共

に
利
用
す
る
事
が
出
来
、
進
学
す
る
子

供
さ
ん
を
も
っ
家
庭
か
ら
大
変
よ
ろ
こ

ば
れ
て
居
り
ま
す
。

川
辺
郵
便
局

「一口医学」

原因のある

低血圧症

血
圧
の
低
い
人
は
疲
れ
や
す
く
、

め
ま
い
を
お
こ
し
た
り
床
離
れ
が
悪

い
な
ど
の
悩
み
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
ほ
と
ん
ど
が
生
ま
れ
つ
き
の
も

の
で
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
低
血
圧
の
人
に
は
長
寿

者
が
多
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
か

ら
、
神
経
質
に
な
る
必
要
は
ま
っ
た

く
な
い
の
で
す
。

だ
が
、
生
ま
れ
つ
き
で
は
な
く
、

な
に
か
の
病
気
が
原
因
で
の
低
血
圧

症
も
あ
り
ま
す
。

主
な
も
の
は
、
心
臓
病
に
よ
る
も

の
や
、
ア
ジ
ソ
ン
ぃ
如
、
シ
モ
ン
ズ

病
、
甲
状
セ
ン
機
能
低
下
症
な
ど
ホ

ル
モ
ン
の
異
状
に
よ
る
も
の
、
栄
山
氏

失
調
な
ど
で
す
。

こ
の
場
合
は
、
原
凶
の
病
気
を
早

く
治
療
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
低

血
圧
症
と
わ
か
っ
た
と
き
は
、
一
応

こ
れ
ら
の
病
気
の
こ
と
も
考
え
、
診

断
を
受
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
低
車
圧
の
人
で
も
年
を
と

る
と
、
脳
血
せ
ん
や
心
筋
硬
ソ
ク
の

よ
う
な
動
脈
硬
化
症
の
病
気
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
食
生
活

な
ど
、
健
康
管
理
に
ほ
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。



4 

二
十
四
回

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技

石
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冨
墨
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地

区

大
，ふ
~ 

小
型
ポ
ン
プ
の
部

四

辻

分

団

優

勝

県

大

会

へ

ポ

ン

プ

車

の

部

南
須
釜
分
団
惜
し
く
も
準
優
勝

昭和53年 8月 1日

県
消
防
協
会
石
川
支
部
主
催
の
第
二

十
四
回
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
石
川
地
区

大
会
は
二
十
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

石
川
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
聞
か
れ
、
ポ
ン

プ
車
の
部
で
南
須
釜
分
間
が
善
戦
鍵
闘

し
た
が
惜
し
く
も
僅
少
の
点
差
で
優
勝

を
逸
し
ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
、
四
辻
分
間

が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
充
分
発
揮
し

て
優
秀
な
得
点
を
獲
得
見
事
優
勝
を
か

ざ
り
ま
し
た
。

士
用
須
釜
、
四
辻
分
団
と
も
団
の
名
誉

に
か
け
て
日
頃
の
早
朝
か
ら
の
練
習
、

タ
お
そ
く
ま
で
の
訓
練
の
成
果
を
キ
ピ

キ
ピ
と
披
露
し
、
会
場
か
ら
そ
の
機
敏

4

司
南
須
釜
分
団
の
ポ
ン
プ
車
操
法
競
技
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な
行
動
と
正
確
な
速
さ
に
賞
讃
の
戸
が

旨砂

優
勝
の
回
辻
分
団

(
小
型
ポ
ン
プ
の
部
〉

ど
よ
め
き
わ
た
り
ま
し
た
。

ま
た
応
援
席
に
は
、
必
勝
と
大
書
さ

れ
た
大
き
な
ノ
ボ
リ
が
立
て
ら
れ
、
幹

部
、
団
員
、
家
族
と
総
ぐ
る
み
の
大
応

援
で
大
会
の
ム

l
ド
を
一
層
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

四
辻
分
団
は
そ
の
応
援
に
見
事
こ
た

え
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
、
支
部

代
表
と
し
て
来
る
八
月
二
十
五
日
に
郡

山
市
の
陸
上
自
衛
隊
駐
と
ん
地
グ
ラ

γ

ド
で
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ー砂

準
優
勝
の
南
須
釜
分
自

(
ポ
ン
プ
車
の
部
〉

善
戦
健
闘
さ
れ
た
両
チ
l
ム
の
選
手

諸
君
の
労
と
そ
の
功
績
に
た
い
し
心
か

ら
敬
意
を
表
し
、
来
る
べ
き
県
大
会
に

お
い
て
も
見
事
優
勝
の
栄
冠
を
獲
得
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
声
援
を
お
く
り
た

い
も
の
で
す
。

尚
、
当
日
の
出
場
選
手
を
ご
紹
介
申

し
上
げ
ま
す
。

。
四
辻
分
団
(
小
型
ポ
ン
プ
〉

指
揮
者

飯
田
利
則

一
番
員
石
井
和
夫

二
番
員
須
田
正
行

三
番
員
大
和
田
宏

。
南
須
釜
分
団
〈
ポ
ン
プ
車
〉

指
揮
者
大
野
健
一

一
番
員
小
山
田
照
良

二
番
員
大
木
忠
夫

三
番
員
小
原
安
春

四
番
員
吉
村
文
雄事:

伐
採
届
出
書
の
許
可
申
請
に
つ
い
て

伐
採
届
出
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
に
も
広
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
が
、
ま
だ
徹
底
さ
れ
て
居
り
ま
せ
ん

の
で
再
度
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

立
木
を
伐
採
す
る
と
き
は
、
森
林
法

第
十
条
並
び
に
第
十
条
の
一
項
の
規
定

に
基
き
省
令
で
定
め
る
手
続
き
に
従
い

届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

一
般
の
伐
採
届
出
は
、
伐
採
を
開
始

し
よ
う
と
す
る
三
十
日
か
ら
九
十
日
以

内
に
届
出
書
を
県
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

森
林
施
業
計
画
認
定
林
家
の
伐
採
届

出
書
に
お
い
て
は
、
森
林
法
第
十
五
条

の
規
定
に
基
一
き
伐
採
終
了
後
三
十
日
以

内
に
伐
採
届
出
書
を
提
出
し
省
令
で
定

め
る
手
続
に
従
い
知
事
の
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
し
、
違
反
し
た
と
き
は
第
二
百
六

条
の
罰
則
規
定
に
よ
り
二
十
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

玉

川

村

長

石
川
地
方
森
林
組
合

自
動
車
の
保
有
台
数
は
年
々
増
加

し
、
現
在
三
千
万
台
を
超
え
て
、
十
年

前
の
約
三
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
税
金
の
種
類

国
税
:
・
物
品
税
、
自
動
車
重
量
税
、

揮
発
油
税
、
地
方
道
路
税
、
石
油
ガ
ス

税。
地
方
税
・
:
自
動
車
取
得
税
、
自
動
車

税
、
軽
自
動
車
税
、
軽
油
引
取
税
。

ム
マ
イ
カ
ー
一
台
当
り
の
税
負
担
額
。

小
売
価
格
一

O
O万
円
の
一
、
六

0

0
C
C
ク
ラ
ス
の
自
家
用
乗
用
車
を
例

に
、
一
年
間
ど
の
く
ら
い
の
税
負
担
に

な
る
か
計
算
し
ま
す
と
、

物
品
税
〈
耐
用
年
数
六
年
〉

二
ハ
、
五
二
二
円

自
動
車
重
量
税
ハ
車
検
期
間
二
年
)

二

二

六

O
O円

自
動
車
取
得
税
ハ
耐
用
年
数
六
年
〉

八
、
三
一
ニ
三
円

自
動
車
税
・
三
一
、
五

O
O円

揮
発
油
税
地
方
道
路
税

(
年
間
一
、
一
一

0
8消
費
〉

四
七
、
八
四
一
円

一
二
ハ
、
七
九
六
円

メL
ロみんなの街です。美しく

吸いがらの投げ捨てはやめましょう。 ム
T
zznH 

白

γ
l占

吸わない人への思いやり
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夏
は

O
暑
さ
に
よ
る
疲
労
で
判
断
力
が
鈍
る

O
開
放
感
か
ら
乱
暴
な
運
転
を
し
が
ち

に
な
る
0

0
無
理
な
計
画
の
ド
ラ
イ
ブ
が
多
い
0

0
子
供
は
学
校
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
て

注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
。
な
ど
か

ら
重
大
事
故
が
増
加
し
、
特
に
子
供

の
交
通
事
故
が
目
に
つ
き
ま
す
。

県
民
総
ぐ
事
故る
み
防
止の
を

5 

「
哀
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
」
が
七
月
二
十
一
日
か
ら
八

月
二
十
日
ま
で
展
開
さ
れ
ま
す
。
玉

川
村
交
通
対
策
協
議
会
で
は
こ
の
期

間
中

O
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
指
導

O
こ
ど
も
と
老
人
の
事
故
防
止

O
暴
走
族
の
一
掃

。
バ
イ
ク
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

O
過
労
運
転
F

、
い
ね
む
り
運
転
の
防
止

を
重
点
目
標
に
事
故
防
止
を
は
か
る

こ
と
に

L
て
い
ま
す
。

、夏休み後遺症、

村
民
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

事
故
防
止
を
す
る
た
め
に

O
過
労
、
居
ね
む
り
運
転
を
な
く
そ
う

長
距
離
、
連
続
運
転
、
無
理
な
速

度
は
疲
労
を
大
き
く
し
ま
す
。
行
き

先
の
交
通
状
況
を
十
分
研
究
し
、
ゆ

と
り
の
あ
る
計
画
を
立
て
て
下
さ

い
。
ま
た
疲
労
を
感
じ
た
ら
必
ず
安

全
な
場
所
で
休
み
、
気
分
を
ス
ッ
キ

リ
さ
せ
て
か
ら
運
転
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

O
無
謀
運
転
を
な
く
そ
う
。

事
故
を
起
こ
し
て
か
ら
悔
や
ん
で

も
取
返
し
が
つ
き
主
せ
ん
。
お
互
い

に
注
意
し
合
っ
て
無
謀
運
転
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

O
こ
ど
も
と
老
人
を
守
ろ
う
。

最
も
弱
い
い
立
場
に
あ
る
こ
ど
も
と

老
人
。
夏
は
特
に
注
意
力
が
鈍
り
が

ち
で
す
ρ

家
庭
の
教
育
と
ド
ラ
イ
バ

ー
の
思
い
や
り
で
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

わ
が
国
の
貨
物
輸
送
量
は
、
昭
和
五

十
一
年
で
年
間
お
よ
そ
三
千
七
百
三
十

四
億
ト
ン
、
キ
ロ
に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
船
で
輸
送
し
て
い
る
の

が
一
番
多
く
て
、
全
体
の
五
二
%
千
九

百
四
十
三
億
ト
ン
・
キ
ロ
で
す
が
、
目

立
つ
の
は
、
鉄
道
よ
り
自
動
車
の
輸
送

量
の
ほ
う
が
あ
る
か
に
多
い
こ
と
で

す
。
鉄
道
の
四
百
六
十
一
一
一
億
ト
ン
、
キ

ロ
の
お
よ
そ
二
、
八
倍
千
三
百
二
十
六

億
ト
ン
、
キ
ロ
を
運
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の

短
距
離
貨
物
輸
送
は
、
ほ
と
ん
ど
自
動

車
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
て
、
「
輸
送

は
鉄
道
」
丸
山
い
う
常
識
は
す
っ
か
り
変

わ
り
ま
し
た
。

今
年
も
八
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
、

「
道
路
を
守
る
月
間
L

が
は
じ
ま
り
ま

す。
い
ま
や
、
私
た
ち
の
く
ら
し
の

H

動

脈
H

と
も
い
え
る
道
路
を
壊
さ
ず
、
よ

ご
さ
ず
、
だ
い
じ
に
扱
い
た
い
も
の
で

す。
村

野長
球芸
大

ムー
A 

玉
川
村
野
球
協
会
主
催
の
第
二
田
村

長
杯
大
会
が
、

7
月
日
司
、
玉
川
一

小
、
~
須
釜
小
両
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

日
チ
l

ム
が
〕参
加
し
て
行
わ
れ
，ま
し

た。
成
績
は
次
の
と
お
&り
で
す
。

一
回
戦

須
釜
ク
ラ
ブ

日

1
2
す
業
ク
ラ
プ

須
釜
フ
ァ
イ

タ
l
ズ

(
抽
選
勝
〉

宅

i
s
z
I
τ
i

ド
リ
ン
カ

i

ズ

ナ

ビ
ッ
グ
イ

l

グ
ル
ズ

チ

ス

4Ag--

二
回
戦

泉
郷
グ
ラ
ブ

須
釜
フ
ァ
イ

タ

l
ズ

F
O
I
l
p
o
 

須
釜
ク
ラ
ブ

14 

大
寺
ク
ラ
ブ

東

京

精

工

ワ
イ
ル
ド
キ

ヤ

ツ

ツ

中

根

精

工

P
O
S
I
-
-ム

ムト
ノ

チ

準
決
勝

不
戦
勝

フ、

泉
郷
ク
ラ
ブ

須
釜
フ
ァ
イ

タ
l
ズ

東

京

精

工

4
‘
l
i
n
o
 

ナ

チ

決

勝

泉
郷
ク
ラ
ブ ス

噌

i
1
1
1
A
U

ナ

チ

1
i
s
I
'
n
u
 

こ
ど
も
の
あ
そ
び

ス

お
知
ら
せ

郵
便
局
の
窓
口

事
務
取
扱
時
間

郵
便
局
の
窓
口
取
扱
時
間
に
つ
い

て
電
話
に
主
る
問
合
せ
が
多
く
あ
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

特
に
郵
便
窓
口
取
扱
時
間
が
他
の

事
業
所
と
異
っ
て
お
り
ま
す
。

郵
便
窓
口
取
扱
時
間

平
日
(
月
限
J
金
曜
〉

午
前
8
時
J
午
後
6
時

土
曜
日
午
前
8
時
J
午
後
6
時

国
曜
日
午
前

8
時
J
正
午

貯
金
、
保
険
窓
口
取
扱
時
間

平

日

、

午

前

9
時
J
午
後
4
時

土
曜
日
、
午
前
9
時
J
正
午

・
日
限
目
、
'
取
扱
い
た
し
ま
せ
ん
。

川
辺
郵
便
局
u



台風に備免τ昭和53年 8月 1日No. 144 たまかわ広報

台
風
の
右
側
と
左
側
で
は

風
の
強
さ
が
ち
が
う

台
風
の
シ
ー
ズ
ン
は
み
ハ
月
J
十
月
で

す
が
、
な
か
で
も
八
月
が
一
プ
ッ
シ
ュ
で

す
。
わ
が
国
は
、
台
風
の

H

通
路
H

に

当
た
り
、
毎
年
被
害
が
出
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
台
風
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
、
進
路
予
想
図
の
見
方
、

台
風
の
強
さ
、
い
ざ
/
と
い
う
と
き
の

H

非
常
用
品
n
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し

古
A
F
T

し
ょ
λ

ノ。

水
が
高
島
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
所
に
流

れ
る
よ
う
花
、
風
も
気
圧
の
高
い
所
か

ら
低
い
方
に
向
か
っ
て
吹
き
ま
す
。

台
風
は
、
中
心
付
近
の
気
圧
が
異
状

に
低
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
，
、
周
り

の
空
気
が
猛
烈
な
勢
い
で
吹
き
こ
ん
で

い
ま
す
。

こv
れ
が
、
地
球
の
自
転
の
関
係
で
、

北
半
球
で
は
左
巻
き
の
う
ず
に
な
り
ま

す。
つ
ま
り
、
台
風
は
「
左
巻
の
巨
大
な

空
気
の
う
ず
」
と
な
っ
て
進
ん
で
い
る

の
で
十
J
O

と
苧
ろ
で
、
台
風
の
風
の
強
さ
は
、

進
行
方
向
に
対
し
て
右
側

i
l
つ
ま
り

台
風
の
中
心
が
自
分
の
地
域
の
北
側
や

西
側
を
通
る
と
き

l
i
の
方
が
左
側
よ

り
強
い
の
で
す
冷

こ
忘
れ
は
、
う
ず
巻
き
の
風
の
方
向
と

台
風
を
押
し
流
す
一
般
の
風
の
方
向

が
、
“
右
側
で
は

H

追
い
賦
H

に
、
左
側

で
は
F

逆
風
H

に
な
る
た
め
で
す
。

昔
か
ら
船
乗
り
は
、
台
風
の
進
行
方

向
の
右
半
円
を

H
危
険
半
円
H

左
側
を

可
航
半
円
と
い
っ
て
、
海
上
で
は
常
に

左
側
に
入
ろ
う
と
し
た
の
も
こ
の
た
め

で
す
。さ
て
、
右
側
と
左
側
の
風
の
強
さ
の

違
い
は
ど
の
く
ら
い
か
と
い
い
ま
す

と
、
最
大
平
均
風
速
で
十
一
一
一
J
十
四
メ

ー
ト
ル
の
差
が
過
去
に
司
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
ーち
な
み
に
、
風
速
二
十
メ
)
ト
ル
と

三
十
メ
ー
ト
ル
と
で
は
ど
の
く
ら
い
違

う
か
と
い
う
と
、
風
速
ご
十
メ

i
ト
ル

で
は
大
人
な
ら
体
を
丸
め
て
姿
勢
を
低

く
す
れ
ば
、
な
ん
と
か
進
め
ま
す
。

こ
れ
が
風
速
三
十
メ
ー
ト
ル
に
な
り

ま
す
と
、
歩
け
な
い
ど
こ
ろ
か
立
っ
て

も
お
れ
ず
、
戸
外
に
い
る
の
は
危
険
で

雨
戸
が
は
ず
れ
た
り
、
と
き
に
は
木
造

家
震
が
倒
れ
る
ほ
ど
の
強
さ
で
す
。

右
側
と
左
側
と
で
は
、
こ
の
く
ら
い

の
差
が
あ
る
も
の
と
考
え
、
台
風
の
進

行
方
向
に
注
意
し
な
が
ら
、
そ
れ
相
応

の
準
備
を
怠
り
怠
く
し
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
/
と
い
う
時
の

グ
非
常
用
品
η

い
ざ
避
難
ノ
と
い
う
時
に
備
え
て
少

な
く
と
も
次
の
よ
う
な
H

非
常
用
品
H

の
用
意
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
懐
中
電
灯
マ
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ

ハ
予
備
の
乾
電
池
も
〉
マ
当
面
の
食
料

品
(
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
か
ん
詰
め

な
ど
、
か
ん
切
り
も
〉
マ
水
筒
マ
赤
ち

ゃ
ん
用
ミ
ル
グ
、
お
湯
マ
応
急
患
薬
品

ハ
か
ぜ
薬
、
胃
腸
薬
、
傷
薬
、
消
毒

薬
、
ガ

i
ゼ
な
ど
〉
マ
現
金
マ
預
金
通

帳
マ
そ
の
他
貴
重
品
マ
ビ
ニ
ー
ル
袋
マ

リ
ュ
ッ
ク
ー
な
ど
。

進
路
予
想
図
の
見
方

テ
レ
ピ
や
新
聞
で
見
る
台
風
の
進
路

予
想
凶
は
、
あ
る
程
度
の
幅
を
も
っ
た

扇
型
を
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
問
題
は
、
こ
の
か
扇
型

予
想
密
庁
の
見
方
で
す
。

気
象
庁
の
話
し
に
よ
り
ま
す
と
、
か

つ
て
「
自
分
の
居
住
地
域
は

ρ
扇
の
外

側
H

だ
か
ら
安
心
」
と
タ
カ
を
く
く
っ

まつ スて
こすてこがい
の。いれあて
扇 たはる、
型た、と大
予 め不云き
想 に幸うな
図 起にこ被
は きしと害
、 たででを
あ 悲見す受
く 劇方。け
まとがた
でぃ;間ケ
もえ~違 i

台
風
の
「
中
心
(
目
〉
が
進
む
可
能
性

の
あ
る
地
域
を
表
す
も
の
で
、
一
対
の
内

側
を
台
風
が
通
り
、
外
側
は
安
全
と
い

う
ニ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

つ
ま
り
、
半
径
ご
百
キ
ロ
や
三
百
キ

ロ
と
い
う
大
型
台
風
の
場
合
「
自
」
の

位
位
は
扇
型
の
中
で
も
、
暴
風
雨
閣

は
、
扇
型
の
外
に
広
が
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
自
'
分
の
地
域
が
一
崩
裂
の

外
だ
か
ら
、
と
い
っ
て
安
心
は
で
き
ま

せ
ん
。
予
想
図
を
見
た
ら
、
扇
裂
の
い

ち
ば
ん
4

端
を
台
風
の
「
中
心
」
が
通
る

と
仮
定
じ
、
立
地
図
の
上
に
ヨ
ジ
パ
ス
を

と
っ
て
円
を
描
く
と
、
自
分
の
地
域
が

暴
風
雨
圏
内
か
圏
外
か
、
は
っ
き
り
し

ま
す
。一
度
、
自
分
で
H

測
量
H

し
て
み
ま

せ
ん
か
。

相
談
所
開
設

家
出
に
よ
る
所
在
不
明
者
は
本
県
だ

け
で
も
一
ニ
パ
四
五
二
人
、
ま
た
自
殺
や

事
故
な
ど
で
死
主
し
た
身
元
不
明
の
方

は
三
三
二
人
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
警
察
で
は
全
国
一
せ
い
に

家
出
人
や
身
元
不
明
者
の
発
見
や
確
認

を
す
る
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
は
八
月
の
一
か
月
間
べ
石
別
警

察
署
に
寸
家
出
人
等
を
さ
が
す
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

身
内
や
親
せ
き
、
知
人
等
に
お
心
あ

た
り
の
あ
る
方
は
気
軽
に
相
談
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
相
談
所
に
は
写
真
や

そ
の
他
の
資
料
を
多
数
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
昨
年
は
じ
の
相
談
所
で
一
四
人

人
の
方
が
無
事
発
見
、
確
認
さ
れ
て
居

り
ま
す
。

八
月
公
民
館
関
係
行
事
予
定

イ
ン
タ
ー

λ
イ
開
会
式

須
釜
念
仏
踊
出
場

川
辺
婦
な
八
コ
ー
ラ
ス

第
七
回
少
年
球
技
大
会
〈
玉
一
小
〉

1 
E 

10 4 
日日

高
令
者
学
級

文
化
功
労
賞
推
せ
r
ん
締
切

石
川
地
方
町
村
職
員
野
球
大
会

〈
玉
一
小
、
泉
中
〉

m
J
初
日
青
年
体
文
祭
ハ
福
島
市
〉

幻
日
社
数
定
例
研
修

お
J
M
日
県
公
連
大
会

部
日
一
婦
人
学
級

出
日
月
末
統
計

19 18 
日日お

め

で

ハ
石
川
〉

(
六
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
〉

た

地

区

蒜

生

小

高

南

須

釜
吉 11

近小近有車真出

内針内賀田弓幸

信二勝秀彰幸英

和郎子和啓夫名

保
護
者
名

喜

重
長

市

部

睦

之

正

治

正

秋
正

雄

ハ
六
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
〉

み

小川地
η 中 H

高辺 お

や

く

区

死
亡
者
氏
名

鈴

木

要

白

旗

保

添

田

尚

衛

吉
田
長
五
郎

岩

谷

ハ

ナ

永

林

政

吉

" 

世
帯

年
令
主
名

内

由

之

助

乃

保

喜

ね

幸

雄

前

七

郎

日

直

治

ω

昭




